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委
員
は
、
同
校
を
運
営
す
る

陸
前
高
田
職
業
訓
練
協
会
の
村

上
義
文
会
長
に
施
設
内
を
案
内

し
て
も
ら
い
な
が
ら
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

村
上
会
長
は
、
再
建
す
る
ま

で
の
苦
労
を
交
え
な
が
ら
同
校

の
歴
史
を
説
明
。
現
在
は
建
築

や
左
官
な
ど
７
科
の
認
可
を
受

け
て
お
り
、
20
歳
代
か
ら
30
歳

代
ま
で
の
３
人
が
木
造
建
築
の

技
術
習
得
を
目
指
し
て
学
ん
で

い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
に
開
校
し
た
同
校

は
震
災
前
、
旧
高
田
中
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
津
波
で
全
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
小
友
町
の

杉
の
家
は
こ
ね
を
間
借
り
し
て

開
設
し
て
い
ま
し
た
。

復
興
対
策
特
別
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

　

本
年
６
月
に
完
成
し
た
新
校

舎
は
、
高
田
町
の
中
心
市
街
地

に
近
い
場
所
に
建
設
。
木
造
平

家
建
て
で
、
延
床
面
積
は
２
１

９
・
53
平
方
㍍
。
敷
地
面
積
は

１
４
６
４
・
32
平
方
㍍
で
す
。

　

施
設
内
に
は
実
技
訓
練
室
を

は
じ
め
、
多
目
的
訓
練
室
、
学

科
訓
練
室
、
加
工
機
械
室
兼
工

具
室
、
事
務
室
兼
会
議
室
兼
指

導
員
控
室
兼
書
庫
が
各
１
室
ず

つ
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
気
仙
大
工
の

伝
統
技
術
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
調
和
し
た
デ
ザ
イ

ン
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
観
光
客
に
多
目

的
訓
練
室
を
開
放
す
る
こ

と
で
、
気
仙
杉
に
触
れ
合

え
る
木
育
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

委
員
は
気
仙
大
工
の
伝

統
技
術
が
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
木
の
香
り

漂
う
校
内
を
視
察
し
な
が

ら
、
一
人
で
も
多
く
の
職

人
が
巣
立
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
。

職
業
訓
練
校
の
新
校
舎
を
訪
問

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
大
坂
俊
副
議
長
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）

は
９
月
17
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
陸
前
高
田

駅
付
近
に
新
し
く
整
備
さ
れ
た
陸
前
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

伊藤 明彦 
 （新　志　会）

　
質
問
　
少
子
化
の
進
行
と
保
護

者
要
望
の
状
況
か
ら
、
市
と
し
て

公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市内の保育施設

公
立
保
育
所
の
民
営
化
は

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
検
討

市
保
育
協
会
内
で
の
検
討
を
促

し
、１
町
１
施
設
を
維
持
し
た
い
。

　
質
問
　
保
護
者
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。

　
答
弁　

昨
年
度
か
ら
病
後
児
保

育
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
保
育

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。
延

長
保
育
の
時
間
延
長
等
は
保
育
士

　
答
弁　
保
護
者
が
希
望
す
る
特

色
あ
る
保
育
の
実
現
を
条
件
に
広

く
公
募
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
目
指
す
。
併
せ
て
雇
用
環
境

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
す

る
。

　
質
問
　
児
童
数
の
減
少
に
よ
る

統
廃
合
や
経
営
効
率
化
な
ど
の
検

討
状
況
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

具
体
的
な
統
廃
合
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
施
設
の
入
所

人
員
が
20
人
を
下
回
る
場
合
は
、

３
歳
未
満
の
み
入
所
す
る
小
規
模

保
育
所
へ
の
転
換
等
に
つ
い
て
、

の
増
員
が
不
可
欠
で
、
現
状
は
難

し
い
。

　

ま
た
、
英
語
教
育
な
ど
、
特
色

あ
る
保
育
の
実
現
の
た
め
に
は
都

市
部
で
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

競
っ
て
い
る
法
人
の
経
験
を
活
用

し
た
り
、
市
内
の
英
語
塾
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
連
携
す
る
計

画
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
支
援
を

含
め
検
討
し
た
い
。

　
質
問
　
保
育
施
設
等
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防
止

強
化
策
は
。

　
答
弁　

基
本
的
な
対
策
と
し

て
、職
員
の
出
勤
前
の
体
温
測
定
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
保
育
室
の
換
気

と
手
指
消
毒
の
徹
底
の
ほ
か
、
児

童
帰
宅
後
の
施
設
内
消
毒
と
お
も

ち
ゃ
の
消
毒
を
行
っ
て
い
る
。

 
小
学
校
の
統
廃
合
は

　
質
問
　
小
学
校
の
統
廃
合
に
係

る
考
え
方
は
。

　
答
弁　

今
後
の
児
童
数
の
推
移

や
学
校
教
育
の
展
開
を
未
就
学
児

の
保
護
者
や
地
域
に
も
情
報
提
供

し
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

　
質
問
　
治
山
事
業
に
つ
い
て
、

岩
手
県
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
治

山
ダ
ム
の
現
状
と
老
朽
化
対
策
へ

の
情
報
共
有
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

治
山
事
業
が
必
要
と
思

わ
れ
る
箇
所
は
事
業
実
施
者
の
岩

手
県
に
要
望
し
て
い
る
。
県
か
ら

は
「
経
過
観
察
し
、
緊
急
性
を
見

治山ダム（竹駒町滝の里）

極
め
る
」と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
国
の
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
で
、
治
山
対
策
を

重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
に
位
置

付
け
て
お
り
、
早
期
に
事
業
採
択

さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
地

域
の
声
を
届
け
て
い
く
。

　

現
在
、
市
内
に
県
所
管
の
治
山

ダ
ム
は
１
６
８
基
設
置
さ
れ
、
県

が
随
時
、目
視
や
打
音
調
査
な
ど
、

点
検
を
し
て
い
る
。
県
は
治
山
施

設
個
別
施
設
計
画
に
沿
い
、
計
画

的
で
効
率
的
な
維
持
管
理
を
推
進

す
る
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も

早
期
の
対
策
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

随
時
、
実
施
し
て
い
る
林
道
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、
現
地
の
情
報

収
集
に
努
め
る
。

山
地
災
害
の
防
止
は

　
質
問
　
山
地
災
害
の
防
止
機
能
、

土
壌
や
生
物
多
様
性
の
保
全
機
能

を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
課
題
と

施
策
の
検
討
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

森
林
は
、
枝
葉
が
雨
水

を
遮
断
す
る
こ
と
で
地
表
に
直
接

到
達
す
る
降
水
量
を
減
少
さ
せ
、

コ
ケ
類
な
ど
の
生
育
や
落
葉
の
堆

積
に
よ
り
保
水
能
力
が
確
保
さ
れ

て
い
る
。
表
面
浸
食
の
防
止
に
つ

な
が
る
ほ
か
、
土
壌
層
に
面
的
に

広
が
る
根
の
働
き
に
よ
り
表
層
の

崩
壊
を
防
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植

物
や
微
生
物
の
生
育
・
生
息
の
場

と
な
る
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
。

　

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
が

治
山
ダ
ム
の
老
朽
化
対
策
は

　

県
に
地
域
の
声
を
届
け
て
い
く

畠山 恵美子
 （翔　　　成）

充
分
に
発
揮
さ
れ
る
に
は
、植
栽
、

保
育
、
間
伐
な
ど
に
よ
り
健
全
な

森
林
を
適
切
に
維
持
、
管
理
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
市
有

林
で
も
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
森
林
整
備
を
進
め
て
い

く
。
分
収
林
に
つ
い
て
も
、
伐
採

後
の
再
造
林
や
間
伐
な
ど
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。


